
「クリエーターの話　 ～  私のイメージの源泉」
スペースデザイン部会員　野口 真理

『 心の音を聞きたくて』

人、自然、場に触れあう事がイメージの源泉となるように感じています。
そしてそれらを想う心　遠音

2008 年個展　（オーアーゲ―ハウス東京、ロビ―展）
主催 /オーアーゲー・ドイツ東洋文化研究協会

個展の時、私の造形の基を再確認する気持ちでステートメントを準備しました。バックの背景は、私の故郷北国の郊外の冬
風景の一部です。冬はマイナス 10 度～になることも珍しくない土地です。まれにスノーダストを見ることもできました。
大気中の水蒸気が氷結してキラキラ舞う自然現象はとても美しいのですが、数分しか見ていられません。とにかく極寒なの
です。夏は 30 度を超える日もあります。
私の生家は、最寄り駅まで自転車や徒歩でいける環境で湿度が低く乾燥していて室内でラベンダーや紫陽花などを窓辺に
釣っておくと自然放置でドライフラワーになり何年もそのままの見た目です。大好きな季節の推移でもあり、厳しい気候で
もありました。ステートメントの文は友人の鈴木和夫氏とお話をして文章化しました。　

2011 年から 2023 年にかけ天王洲セントラルタワー・アートホール１F の広い空間で展示が可能となり様々な展示を工夫す
る機会となりました。

（協力　中川特殊鋼株式会社）

同様に公開地区で雨天時は屋根を出すことができる野外の場：2016 年建築会館（東京港区芝）展示風景（あわい展）。来場
者の為の保険をかけたり作品に結界を構成する勉強の場となりました。

第 3回おおたビエンナーレ 2013（太田市学習文化センター）参加
現代アートのグループ展（CAF ネビュラ展）でご一緒していた森竹巳氏（現代美術家。当時筑波大学で教鞭）の企画で太田
市で初顔合わせの展示に招致されました。魅力的な作品と初めての土地、人と出会うことは制作するインスピレーションと
なります

2024 年 1 月、私の地元にある埼玉県立美術館でのグループ展「凛の会」での展示【手前黒の立体作品。奥の壁面の陶板、
金属版の壁面作品】来館者に立体作品に「やさしく座って周りの作品をご鑑賞ください」とキャプションをつけて展示した
ものです。来館の大人、子供に作品に近づき美術館でゆっくりと会場を楽しんでくださればと想像して展示しました。

＜野口真理 プロフィール＞

北海道旭川市生まれ　現在さいたま市在住
日産自動車（株）造形部、東洋ガラス（株）企画課でデザインの仕事に従事
埼玉県立高等学校非常勤講師（美術）に従事
現在さいたま市コミニティーセンターにて陶芸講座を担当
 
2004 年、2005 年上野の森美術館大賞展出品（上野の森美術館）
2007 年新春公開映画「幸福な食卓」（松竹・原作瀬尾まいこ）作品協力
2007 年、2016 年　新制作展　新作家賞。　
2017 年　新制作協会会員推挙
 
グループ展：2002 年～現在　
新制作展（東京都美術館、国立新美術館、京都市美術館、愛知県美術館ギャラリー）
2005 年、2007 年、2009 年～ 2023 年 CAF ネビュラ展（埼玉県立近代美術館）。
2022CAF 金沢展（金沢２１世紀美術館）。
2023 年 CAF 秩父展（秩父美術館ギャラリー）。
2024 年 CAF 坂戸展（ギャラリー月桂樹）。
2007 年～ 2011 年日本建築美術工芸協会主催「卯月展」（建築会館・港区芝）、2013 年お
おたビエンナーレ 2013 おおたビエンナーレ実行委員会主催（太田市学習センター）。
2015 年～ 2019 年日本建築美術工芸協会主催「街なかミュゼ」出展。東京都、千葉県作
品設置。
2016 年日本建築美術工芸協会主催「あわい展」（建築会館・港区芝）
2002年～2018年チェリモヤ展（練馬区立美術館、文京シビック/東京、むろまちアートコー
ト（京都市）/神奈川県民ホール /神戸原田の森美術館 /埼玉県立近代美術館）。
2009 年飯田橋ラムラエントランスホール「写心と陶」展
2011 年国際陶芸教育交流展（東京芸術大学大学美術館陳列館）。病院とアート展（さいた
ま市民医療センター内）作品収蔵。
2012 年～ 2017 年小島孝子と女子美術大学同窓展（北アルプス展望美術館主催：安曇野）。
2011 年～ 20123 年 four exhibition 天王洲セントラルタワーアートホール展（中川特殊鋼
株式会社協賛）
2016 年芸術在線（東京中国文化センター　/北京）
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個展：OAG主催ドイツ文化会館ロビー展（OAGハウス東京・赤坂）。
Ｂ－ギャラリー（西池袋）。書肆啓祐堂（高輪）。
ギャルリーカンディード、画廊るたん（銀座）。
三番町ギャラリー（川越）。
2010 年（伝統手摺木版高橋工房企画）高橋工房ギャラリー蒼（文京区水道）。
エルポエタ（さいたま市）　他。

新制作協会会員　　日本美術家連盟会員　　ＣＡＦ．Ｎ協会会員　　埼玉県美術家協会会
員　　大宮美術家協会会員　　さいたま市美術家協会会員　　ザ・クリエイション・オブ・
ジャパン会員



「クリエーターの話　 ～  私のイメージの源泉」
スペースデザイン部会員　野口 真理

『 心の音を聞きたくて』

人、自然、場に触れあう事がイメージの源泉となるように感じています。
そしてそれらを想う心　遠音

2008 年個展　（オーアーゲ―ハウス東京、ロビ―展）
主催 /オーアーゲー・ドイツ東洋文化研究協会

個展の時、私の造形の基を再確認する気持ちでステートメントを準備しました。バックの背景は、私の故郷北国の郊外の冬
風景の一部です。冬はマイナス 10 度～になることも珍しくない土地です。まれにスノーダストを見ることもできました。
大気中の水蒸気が氷結してキラキラ舞う自然現象はとても美しいのですが、数分しか見ていられません。とにかく極寒なの
です。夏は 30 度を超える日もあります。
私の生家は、最寄り駅まで自転車や徒歩でいける環境で湿度が低く乾燥していて室内でラベンダーや紫陽花などを窓辺に
釣っておくと自然放置でドライフラワーになり何年もそのままの見た目です。大好きな季節の推移でもあり、厳しい気候で
もありました。ステートメントの文は友人の鈴木和夫氏とお話をして文章化しました。　

2011 年から 2023 年にかけ天王洲セントラルタワー・アートホール１F の広い空間で展示が可能となり様々な展示を工夫す
る機会となりました。

（協力　中川特殊鋼株式会社）

同様に公開地区で雨天時は屋根を出すことができる野外の場：2016 年建築会館（東京港区芝）展示風景（あわい展）。来場
者の為の保険をかけたり作品に結界を構成する勉強の場となりました。

第 3回おおたビエンナーレ 2013（太田市学習文化センター）参加
現代アートのグループ展（CAF ネビュラ展）でご一緒していた森竹巳氏（現代美術家。当時筑波大学で教鞭）の企画で太田
市で初顔合わせの展示に招致されました。魅力的な作品と初めての土地、人と出会うことは制作するインスピレーションと
なります

2024 年 1 月、私の地元にある埼玉県立美術館でのグループ展「凛の会」での展示【手前黒の立体作品。奥の壁面の陶板、
金属版の壁面作品】来館者に立体作品に「やさしく座って周りの作品をご鑑賞ください」とキャプションをつけて展示した
ものです。来館の大人、子供に作品に近づき美術館でゆっくりと会場を楽しんでくださればと想像して展示しました。

＜野口真理 プロフィール＞

北海道旭川市生まれ　現在さいたま市在住
日産自動車（株）造形部、東洋ガラス（株）企画課でデザインの仕事に従事
埼玉県立高等学校非常勤講師（美術）に従事
現在さいたま市コミニティーセンターにて陶芸講座を担当
 
2004 年、2005 年上野の森美術館大賞展出品（上野の森美術館）
2007 年新春公開映画「幸福な食卓」（松竹・原作瀬尾まいこ）作品協力
2007 年、2016 年　新制作展　新作家賞。　
2017 年　新制作協会会員推挙
 
グループ展：2002 年～現在　
新制作展（東京都美術館、国立新美術館、京都市美術館、愛知県美術館ギャラリー）
2005 年、2007 年、2009 年～ 2023 年 CAF ネビュラ展（埼玉県立近代美術館）。
2022CAF 金沢展（金沢２１世紀美術館）。
2023 年 CAF 秩父展（秩父美術館ギャラリー）。
2024 年 CAF 坂戸展（ギャラリー月桂樹）。
2007 年～ 2011 年日本建築美術工芸協会主催「卯月展」（建築会館・港区芝）、2013 年お
おたビエンナーレ 2013 おおたビエンナーレ実行委員会主催（太田市学習センター）。
2015 年～ 2019 年日本建築美術工芸協会主催「街なかミュゼ」出展。東京都、千葉県作
品設置。
2016 年日本建築美術工芸協会主催「あわい展」（建築会館・港区芝）
2002年～2018年チェリモヤ展（練馬区立美術館、文京シビック/東京、むろまちアートコー
ト（京都市）/神奈川県民ホール /神戸原田の森美術館 /埼玉県立近代美術館）。
2009 年飯田橋ラムラエントランスホール「写心と陶」展
2011 年国際陶芸教育交流展（東京芸術大学大学美術館陳列館）。病院とアート展（さいた
ま市民医療センター内）作品収蔵。
2012 年～ 2017 年小島孝子と女子美術大学同窓展（北アルプス展望美術館主催：安曇野）。
2011 年～ 20123 年 four exhibition 天王洲セントラルタワーアートホール展（中川特殊鋼
株式会社協賛）
2016 年芸術在線（東京中国文化センター　/北京）

個展：OAG主催ドイツ文化会館ロビー展（OAGハウス東京・赤坂）。
Ｂ－ギャラリー（西池袋）。書肆啓祐堂（高輪）。
ギャルリーカンディード、画廊るたん（銀座）。
三番町ギャラリー（川越）。
2010 年（伝統手摺木版高橋工房企画）高橋工房ギャラリー蒼（文京区水道）。
エルポエタ（さいたま市）　他。

新制作協会会員　　日本美術家連盟会員　　ＣＡＦ．Ｎ協会会員　　埼玉県美術家協会会
員　　大宮美術家協会会員　　さいたま市美術家協会会員　　ザ・クリエイション・オブ・
ジャパン会員



「クリエーターの話　 ～  私のイメージの源泉」
スペースデザイン部会員　野口 真理

『 心の音を聞きたくて』

人、自然、場に触れあう事がイメージの源泉となるように感じています。
そしてそれらを想う心　遠音

2008 年個展　（オーアーゲ―ハウス東京、ロビ―展）
主催 /オーアーゲー・ドイツ東洋文化研究協会

個展の時、私の造形の基を再確認する気持ちでステートメントを準備しました。バックの背景は、私の故郷北国の郊外の冬
風景の一部です。冬はマイナス 10 度～になることも珍しくない土地です。まれにスノーダストを見ることもできました。
大気中の水蒸気が氷結してキラキラ舞う自然現象はとても美しいのですが、数分しか見ていられません。とにかく極寒なの
です。夏は 30 度を超える日もあります。
私の生家は、最寄り駅まで自転車や徒歩でいける環境で湿度が低く乾燥していて室内でラベンダーや紫陽花などを窓辺に
釣っておくと自然放置でドライフラワーになり何年もそのままの見た目です。大好きな季節の推移でもあり、厳しい気候で
もありました。ステートメントの文は友人の鈴木和夫氏とお話をして文章化しました。　

2011 年から 2023 年にかけ天王洲セントラルタワー・アートホール１F の広い空間で展示が可能となり様々な展示を工夫す
る機会となりました。

（協力　中川特殊鋼株式会社）

同様に公開地区で雨天時は屋根を出すことができる野外の場：2016 年建築会館（東京港区芝）展示風景（あわい展）。来場
者の為の保険をかけたり作品に結界を構成する勉強の場となりました。

第 3回おおたビエンナーレ 2013（太田市学習文化センター）参加
現代アートのグループ展（CAF ネビュラ展）でご一緒していた森竹巳氏（現代美術家。当時筑波大学で教鞭）の企画で太田
市で初顔合わせの展示に招致されました。魅力的な作品と初めての土地、人と出会うことは制作するインスピレーションと
なります

2024 年 1 月、私の地元にある埼玉県立美術館でのグループ展「凛の会」での展示【手前黒の立体作品。奥の壁面の陶板、
金属版の壁面作品】来館者に立体作品に「やさしく座って周りの作品をご鑑賞ください」とキャプションをつけて展示した
ものです。来館の大人、子供に作品に近づき美術館でゆっくりと会場を楽しんでくださればと想像して展示しました。

＜野口真理 プロフィール＞

北海道旭川市生まれ　現在さいたま市在住
日産自動車（株）造形部、東洋ガラス（株）企画課でデザインの仕事に従事
埼玉県立高等学校非常勤講師（美術）に従事
現在さいたま市コミニティーセンターにて陶芸講座を担当
 
2004 年、2005 年上野の森美術館大賞展出品（上野の森美術館）
2007 年新春公開映画「幸福な食卓」（松竹・原作瀬尾まいこ）作品協力
2007 年、2016 年　新制作展　新作家賞。　
2017 年　新制作協会会員推挙
 
グループ展：2002 年～現在　
新制作展（東京都美術館、国立新美術館、京都市美術館、愛知県美術館ギャラリー）
2005 年、2007 年、2009 年～ 2023 年 CAF ネビュラ展（埼玉県立近代美術館）。
2022CAF 金沢展（金沢２１世紀美術館）。
2023 年 CAF 秩父展（秩父美術館ギャラリー）。
2024 年 CAF 坂戸展（ギャラリー月桂樹）。
2007 年～ 2011 年日本建築美術工芸協会主催「卯月展」（建築会館・港区芝）、2013 年お
おたビエンナーレ 2013 おおたビエンナーレ実行委員会主催（太田市学習センター）。
2015 年～ 2019 年日本建築美術工芸協会主催「街なかミュゼ」出展。東京都、千葉県作
品設置。
2016 年日本建築美術工芸協会主催「あわい展」（建築会館・港区芝）
2002年～2018年チェリモヤ展（練馬区立美術館、文京シビック/東京、むろまちアートコー
ト（京都市）/神奈川県民ホール /神戸原田の森美術館 /埼玉県立近代美術館）。
2009 年飯田橋ラムラエントランスホール「写心と陶」展
2011 年国際陶芸教育交流展（東京芸術大学大学美術館陳列館）。病院とアート展（さいた
ま市民医療センター内）作品収蔵。
2012 年～ 2017 年小島孝子と女子美術大学同窓展（北アルプス展望美術館主催：安曇野）。
2011 年～ 20123 年 four exhibition 天王洲セントラルタワーアートホール展（中川特殊鋼
株式会社協賛）
2016 年芸術在線（東京中国文化センター　/北京）

個展：OAG主催ドイツ文化会館ロビー展（OAGハウス東京・赤坂）。
Ｂ－ギャラリー（西池袋）。書肆啓祐堂（高輪）。
ギャルリーカンディード、画廊るたん（銀座）。
三番町ギャラリー（川越）。
2010 年（伝統手摺木版高橋工房企画）高橋工房ギャラリー蒼（文京区水道）。
エルポエタ（さいたま市）　他。

新制作協会会員　　日本美術家連盟会員　　ＣＡＦ．Ｎ協会会員　　埼玉県美術家協会会
員　　大宮美術家協会会員　　さいたま市美術家協会会員　　ザ・クリエイション・オブ・
ジャパン会員



「クリエーターの話　 ～  私のイメージの源泉」
スペースデザイン部会員　野口 真理

『 心の音を聞きたくて』

人、自然、場に触れあう事がイメージの源泉となるように感じています。
そしてそれらを想う心　遠音

2008 年個展　（オーアーゲ―ハウス東京、ロビ―展）
主催 /オーアーゲー・ドイツ東洋文化研究協会

個展の時、私の造形の基を再確認する気持ちでステートメントを準備しました。バックの背景は、私の故郷北国の郊外の冬
風景の一部です。冬はマイナス 10 度～になることも珍しくない土地です。まれにスノーダストを見ることもできました。
大気中の水蒸気が氷結してキラキラ舞う自然現象はとても美しいのですが、数分しか見ていられません。とにかく極寒なの
です。夏は 30 度を超える日もあります。
私の生家は、最寄り駅まで自転車や徒歩でいける環境で湿度が低く乾燥していて室内でラベンダーや紫陽花などを窓辺に
釣っておくと自然放置でドライフラワーになり何年もそのままの見た目です。大好きな季節の推移でもあり、厳しい気候で
もありました。ステートメントの文は友人の鈴木和夫氏とお話をして文章化しました。　
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る機会となりました。

（協力　中川特殊鋼株式会社）

同様に公開地区で雨天時は屋根を出すことができる野外の場：2016 年建築会館（東京港区芝）展示風景（あわい展）。来場
者の為の保険をかけたり作品に結界を構成する勉強の場となりました。

第 3回おおたビエンナーレ 2013（太田市学習文化センター）参加
現代アートのグループ展（CAF ネビュラ展）でご一緒していた森竹巳氏（現代美術家。当時筑波大学で教鞭）の企画で太田
市で初顔合わせの展示に招致されました。魅力的な作品と初めての土地、人と出会うことは制作するインスピレーションと
なります

2024 年 1 月、私の地元にある埼玉県立美術館でのグループ展「凛の会」での展示【手前黒の立体作品。奥の壁面の陶板、
金属版の壁面作品】来館者に立体作品に「やさしく座って周りの作品をご鑑賞ください」とキャプションをつけて展示した
ものです。来館の大人、子供に作品に近づき美術館でゆっくりと会場を楽しんでくださればと想像して展示しました。

＜野口真理 プロフィール＞

北海道旭川市生まれ　現在さいたま市在住
日産自動車（株）造形部、東洋ガラス（株）企画課でデザインの仕事に従事
埼玉県立高等学校非常勤講師（美術）に従事
現在さいたま市コミニティーセンターにて陶芸講座を担当
 
2004 年、2005 年上野の森美術館大賞展出品（上野の森美術館）
2007 年新春公開映画「幸福な食卓」（松竹・原作瀬尾まいこ）作品協力
2007 年、2016 年　新制作展　新作家賞。　
2017 年　新制作協会会員推挙
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2022CAF 金沢展（金沢２１世紀美術館）。
2023 年 CAF 秩父展（秩父美術館ギャラリー）。
2024 年 CAF 坂戸展（ギャラリー月桂樹）。
2007 年～ 2011 年日本建築美術工芸協会主催「卯月展」（建築会館・港区芝）、2013 年お
おたビエンナーレ 2013 おおたビエンナーレ実行委員会主催（太田市学習センター）。
2015 年～ 2019 年日本建築美術工芸協会主催「街なかミュゼ」出展。東京都、千葉県作
品設置。
2016 年日本建築美術工芸協会主催「あわい展」（建築会館・港区芝）
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Ｂ－ギャラリー（西池袋）。書肆啓祐堂（高輪）。
ギャルリーカンディード、画廊るたん（銀座）。
三番町ギャラリー（川越）。
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2024 年 1 月、私の地元にある埼玉県立美術館でのグループ展「凛の会」での展示【手前黒の立体作品。奥の壁面の陶板、
金属版の壁面作品】来館者に立体作品に「やさしく座って周りの作品をご鑑賞ください」とキャプションをつけて展示した
ものです。来館の大人、子供に作品に近づき美術館でゆっくりと会場を楽しんでくださればと想像して展示しました。

＜野口真理 プロフィール＞

北海道旭川市生まれ　現在さいたま市在住
日産自動車（株）造形部、東洋ガラス（株）企画課でデザインの仕事に従事
埼玉県立高等学校非常勤講師（美術）に従事
現在さいたま市コミニティーセンターにて陶芸講座を担当
 
2004 年、2005 年上野の森美術館大賞展出品（上野の森美術館）
2007 年新春公開映画「幸福な食卓」（松竹・原作瀬尾まいこ）作品協力
2007 年、2016 年　新制作展　新作家賞。　
2017 年　新制作協会会員推挙
 
グループ展：2002 年～現在　
新制作展（東京都美術館、国立新美術館、京都市美術館、愛知県美術館ギャラリー）
2005 年、2007 年、2009 年～ 2023 年 CAF ネビュラ展（埼玉県立近代美術館）。
2022CAF 金沢展（金沢２１世紀美術館）。
2023 年 CAF 秩父展（秩父美術館ギャラリー）。
2024 年 CAF 坂戸展（ギャラリー月桂樹）。
2007 年～ 2011 年日本建築美術工芸協会主催「卯月展」（建築会館・港区芝）、2013 年お
おたビエンナーレ 2013 おおたビエンナーレ実行委員会主催（太田市学習センター）。
2015 年～ 2019 年日本建築美術工芸協会主催「街なかミュゼ」出展。東京都、千葉県作
品設置。
2016 年日本建築美術工芸協会主催「あわい展」（建築会館・港区芝）
2002年～2018年チェリモヤ展（練馬区立美術館、文京シビック/東京、むろまちアートコー
ト（京都市）/神奈川県民ホール /神戸原田の森美術館 /埼玉県立近代美術館）。
2009 年飯田橋ラムラエントランスホール「写心と陶」展
2011 年国際陶芸教育交流展（東京芸術大学大学美術館陳列館）。病院とアート展（さいた
ま市民医療センター内）作品収蔵。
2012 年～ 2017 年小島孝子と女子美術大学同窓展（北アルプス展望美術館主催：安曇野）。
2011 年～ 20123 年 four exhibition 天王洲セントラルタワーアートホール展（中川特殊鋼
株式会社協賛）
2016 年芸術在線（東京中国文化センター　/北京）

個展：OAG主催ドイツ文化会館ロビー展（OAGハウス東京・赤坂）。
Ｂ－ギャラリー（西池袋）。書肆啓祐堂（高輪）。
ギャルリーカンディード、画廊るたん（銀座）。
三番町ギャラリー（川越）。
2010 年（伝統手摺木版高橋工房企画）高橋工房ギャラリー蒼（文京区水道）。
エルポエタ（さいたま市）　他。

新制作協会会員　　日本美術家連盟会員　　ＣＡＦ．Ｎ協会会員　　埼玉県美術家協会会
員　　大宮美術家協会会員　　さいたま市美術家協会会員　　ザ・クリエイション・オブ・
ジャパン会員


